
旧標準図

以前は標準図に掲載されていたが、現在は製造されていない資器材及び採用されていない構造
図等を掲載しています。
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横浜市下水道河川局

下水道用鉄筋コンクリート管Ｃ形

（ＪＳＷＡＳ　Ａ－１）
規格図

2
2

規格寸法表及び外圧強さ表
（単位：mm）

令和６年４月
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Ｔ

±2

呼び径

２０００

１８００

１６５０

１５００

内 径 Ｄ Ｄ1 厚 さ ＴＤ2

1,588

1,744

1,898

2,1162,000 ±10 2,132

1,800

1,650 ±8

1,500

±3
1,914

1,760

1,604

145 －5
＋10

67

±2
127

120

112

＋8

－4
62

1

－5
＋10

Ｌ132 4 有効長  Ｌ

57 54

27±2
52 49 ＋10

－52,360 2,352

参  考  質　量

5,640kg/本

4,430kg/本

3,850kg/本

3,270kg/本

外      圧      強      さ      （ kN/m(kgf/m) ）

130(13,200)

123(12,500)

110(11,200)

117(11,900)

83.4( 8,500)

88.3( 9,000)

ひ  び  割  れ  荷  重

93.2( 9,500)

98.1(10,000)

50.1(5,100)

53.0(5,400)

56.0(5,700)

58.9(6,000)

１ 種 ２ 種 ３ 種

195(19,800)

185(18,800)

176(17,900)

165(16,800)

破  壊  荷  重

 91.3( 9,300)

102(10,400)

118(12,000)

111(11,300)

１ 種

134(13,600)

161(16,400)

151(15,400)

143(14,500)

２ 種 ３ 種



直　　管（Ｄ形）

寸 　法 　表

ゴム輪 受口部 直管部 挿口部

（単位：mm）

旧標準図1-2
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横浜市下水道河川局

下水道用強化プラスチック複合管

（ＪＳＷＡＳ　Ｋ－２）

規格図（３）

令和６年４月

Ｄ
2

ＬＰ

Ｄ
1

Ｄ
3

Ｔ

呼び径

31102093± 2.01892189018001800 45.0

３．受口部内径（Ｄ3）は、任意箇所における相互に等間隔な、２方向以上の内径測定値の算術平均値とする。

４．挿口部外径（Ｄ2）は、任意箇所における相互に等間隔な、２方向以上の外径測定値算術平均値あるいは

１．ゴム輪は、分割形であってもよい。

円周長を円周率3.1416で除した値とする。

２．有効長（Ｌ）は、6000mm以下の他の長さとすることができる。

2000 49.0
－ 0

2000 2098
－ 1.5

2100 2552 3750

 944 900 900 22.0

6000
1200 31.0

1500 37.0

1650 41.0

1350 34.0

＋ 7

1100 28.0

1000 25.0

－ 0
4000

＋ 5

12621200
－10

1500

1650

1350

1574

1732
＋ 2.5

1418

＋30
1100

1000

1156 － 1.0

1050 ＋ 2.0

有効長

 700 18.0

 800 20.0

Ｔ 許容差 Ｌ

厚  さ
外　径(参考)

 700

 800

許容差 Ｄ1

 736

 840

Ｄ2 許容差

内 径 挿口部

 770 521 946

±101264

1576

1734

1420

155

± 1.5
1158

1052
145

1430 964

21401444

1752 2600

1192 1770

 803 1190

 655  970

長　さ内　径

 738

 842

Ｄ3 許容差

125

許容差Ｐ

受　　口　　部

（kg/本）

6ｍ管

 490 332

 420  620

4ｍ管

参考質量
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（略号 SM3 ）
（略号 SMＬ ） （略号 SM9 ）

旧標準図1-3
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特
下水道用陶管規格図（1）

横浜市下水道河川局

（ＪＳＷＡＳ　Ｒ－２）

令和６年４月
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Ｌ
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Ｌ

　
Ｌ
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Ｄ

Ｇ

（取付管接続用φ１５０，φ２００）

（本管接続用φ２００～φ３００）

Ａ型圧縮ジョイント詳細図

９０度曲陶管（副管用）

φ１５０mm，２００mm（長曲管）３０度曲陶管 φ２５０mm，３００mm（短曲管）

Ｂ型圧縮ジョイント詳細図

本管接続用で、受口の内側と
差入れ口の外側に固着加工
したもの

固着加工したもの
取付管接続用で、受口の内側に



（単位：mm）
寸　 法　 表

旧標準図1-4

記

項
事

特
下水道用陶管寸法表

横浜市下水道河川局

（直陶管，30度曲陶管，90度曲陶管）

Ｂ型圧縮ジョイント寸法表Ａ型圧縮ジョイント寸法表
（単位 : mm） （単位 : mm）

令和６年４月

500,±15 角度３０度 19,+3,-0150,±4φ150

300,±11

300,±11

φ200曲
曲陶管

φ300曲

φ250短

曲陶管

９０度
φ150長

φ200

200,±6

710,±25

650,±20

300,±8

250,±7

500,±15

150,±5

200,±5

75±5

70±5

65±5

60±5

65±5

60±5

23,+3,-0400,±20

29,+4,-0

26,+4,-0

400,±20 19,+3,-0

23,+3,-0

22±3280±13

400±18

340±15

28±3

25±3

280±13

215±10

215±10

22±3

18±2

18±2

角度

90±5度

30±5度

25

52

35

20

17

11

有      効      長

660,+14,- 7200,±5φ200

φ300

φ250

φ300

φ200

直  陶  管
φ250

φ200

1000,+20,-10300,±7

1500,+30,-15

1500,+30,-15

1500,+30,-15
250,±6

300,±7

200,±5

1000,+20,-10

1000,+20,-10
250,±6

200,±5

呼び径種    類

φ150

内  径

660,+14,- 7150,±4

Ｄ Ｌ

75±5

70±5

65±5

75±5

70±5

65±5

65±5

60±5

Ｌs

受口深さ

23,+2,-0

29,+3,-0

26,+3,-0

29,+3,-0

23,+2,-0

26,+3,-0

23,+2,-0

28±3400±18

340±15

400±18

280±13

25±3

28±3

22±3

280±13

340±15

280±13

22±3

25±3

22±3

管  厚

Ｌ2Ｌ1

19,+2,-0

Ｔ

受口厚さ受口内径

215±10

Ｄ1

18±2

Ｔs

34(3470)以上

32(3270)以上

30(3060)以上

34(3470)以上

32(3270)以上

30(3060)以上

30(3060)以上

４ 以下

（mm/m）

反り

75

80

107

55

38

54

27

28(2860)以上

外圧強さ（mm/ｍ）

 又は角度 （ KN/m(kg/m) ）

 反り

質量

17

（kg）

受  　口 　 部

300

250

367373

311317

20

管の呼び径 内  径

Ａ Ｂ Ｇ

す  き

376

25 3

320

35 25

Ｋ

突起部幅

Ｈ

利き幅

Ｃ

外  径 利き幅

Ｅ Ｆ

全　幅

差 し 口 部

1231

200 256 220

150 198 165

管の呼び径

内    径

Ａ Ｂ Ｇ

す  き

Ｆ

利き幅



（副管用）
９０度枝付管（ソケットなし） ６０度枝付管 管の受口部断面
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寸　　法　　表
（単位：mm）

90°

（略号 SF ） （略号 SY ）

旧標準図1-5
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横浜市下水道河川局

（ＪＳＷＡＳ　Ｒ－２）

下水道用陶管規格図（２）

令和６年４月

Ｄ
Ｌ

Ｂ

ｄ

Ｌ

Ｄ

S

種　類

枝付陶管

６０度

（副管用）
枝付陶管

９０度

300－150

250－200

300－200

300－200

200－150

250－200

250－150

200－150

呼び径

300±7

250±6

300±7

200±5

300±7

250±6

250±6

200±5
内径Ｄ

1000,+20,-10

1000,+20,-10

1000,+20,-10

1000,+20,-10

1000,+20,-10

1000,+20,-10

1000,+20,-10

1000,+20,-10
有効長さ Ｌ

本　　　　管

150±5

200±6

200±6

150±5

200±6

200±6

150±5

内径ｄ
150±5

150±10

175±12

150±10

150±10

150±10

有効長さ 

170±12

150±10

145±10

枝　　　　管 枝心までの

400±20

400±20

400±20

710±35

710±35

710±35

710±35

710±35

距離　Ｂ

参考質量

80

60

80

43

84

（kg／本）

66

61

45

角　度

（ ゜）

60±5

60±5

60±5

60±5

60±5

90±5

90±5

90±5

本管にはＡ型圧縮ジョイント、取付管にはＢ型圧縮ジョイントが用いられる。



短　　 管
寸 　法 　表

（単位：mm）

（略号 SA ）
ソケット形　短管 直 短 管

旧標準図1-6
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横浜市下水道河川局

（ＪＳＷＡＳ　Ｒ－２）

下水道用陶管規格図（３）

令和６年４月

Ｄ Ｄ

Ｌ Ｌ

Ａ Ｂ
有効長Ｌ内径Ｄ呼び径種　類

Ｂ

Ａ

150

300

250

200

150

300

250

200

150± 4

300± 7

200± 5

250± 6

150± 4

300± 7

200± 5

250± 6

   －15
   ＋10

500    

500    
   ＋10
   －15



(内径200mm～300mm)
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d

コンクリート ９０°基礎 コンクリート １２０°基礎 コンクリート １８０°基礎
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t
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旧標準図1-7
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下水道用陶管布設図

横浜市下水道河川局令和６年４月
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下水道用陶管布設寸法

(内径200mm～300mm)

寸  法  表

材  料  表

  （単位：mm）

（１００ｍ当り）
（単位：m ）3

旧標準図1-8

記

項
事

特

横浜市下水道河川局

及び材料表

令和６年４月

注）  ３６０゜コンクリート基礎の高さは､１８０゜コンクリート基礎のｄ′の２倍とする｡

ｄ′

 150

 130

 110

コ  ン  ク  リ  ー  ト  基  礎

９０゜

  23   50 200 1000

1000

1000

 300

 250

  60  29

  26   60

ＬＤ ｄｔ

 308 508  80  71  121

 636 110  87

 100  84  572

 436  147

 372  144

Ｂｄ′ｈ ＨＢ′

長さ内径 厚さ

９０゜１８０゜１２０゜

 560 180 308  121 508

 144

 147 436 636

 572  372

 680 240

 210  620

Ｂ′Ｂ Ｂｄ′Ｈ

 308   71 121 360   80

 480  147  110

 144 420  100

  87 436

 372   84

ＨＢ′ ｄ ＨＢ

砕石基礎

3.7

4.1

  ２） φ２００ｍｍは、原則として使用しない。

注１） ３６０゜コンクリート基礎の数量は､ １８０゜コンクリート基礎数量の２倍とする｡

3.8300

250 3.4

3.8

3.4 3.4

4.63.9

3.1

6.5

5.2

3.9

3.1

180゜

コ 　 ン　  ク　  リ　  ー　  ト　  基　  礎

2.8

90゜

200 2.5

Ｄ

120゜

2.5

内  径
ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

(C-40)

砕石基礎

ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

(C-40)(18-8)

120゜

2.4

90゜

2.0

180゜

4.1

コンクリート

90゜

2.0



ソケット形９０度短支管

９０度短支管寸法表
（単位：mm）

２．適用される本管の呼径がφ１１００以上のものについては、種類Ｅを使用する。
１．９０度短支管（陶製）は、本管が鉄筋コンクリート管及び陶管（穿孔の場合）に使用する。

（略号SSSA～SSSE）

旧標準図1-9
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横浜市下水道河川局

（内径φ150mm・200mm）
90

° Ｔ

S

Ｒ

令和６年４月

９０度短支管（陶製）構造図（1）

Ｄ Ｗ

Ｌ
角 度Ｒ種類

60±4

40±4

30±4

25±4

Ｄ

Ｅ

Ｃ

450 ～ 500

600 ～1000

350 ～ 400

Ａ

Ｂ

250

300

本管の呼径

150±4150

200±5

150±4

200±5

150±4

200±5

200

200

150

150

200

 75±5

 75±5

 70±5

200±5

150±4150

200

Ｄ

 65±5

 70±5

Ｌ

90±5度

120

150

150

120

120

150

270

600

210

120

150

S Ｗ

130

160

差入長適用される 内径 有効長 台座幅呼
び
径

Ｔ

厚さ

19
＋3

0

023＋3

＋319 0
＋323 0

＋323

19 0
＋3

0

＋323 0

＋319 0

 75±5

 70±5



Ｅ型圧縮ジョイント部詳細図

Ｅ型ジョイント

Ｂ型ジョイント

R

E
D

Ｇ
Ｈ

Ｆ

Ｅ型圧縮ジョイント寸法表
（単位：mm）

旧標準図1-10

記
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特

横浜市下水道河川局

（内径φ150mm・200mm）

令和６年４月

９０度短支管（陶製）構造図（2）

Ａ

Ｂ

Ｃ

有効

Ｂ

外径

267

267

208

208

267

208

267

208200

259200

200

150

259

200

150

200

150

150

200

200

259

200

259

呼び径

150

Ａ

外　径

220

279

279

220

220

279

220

279

21

10

20

 0

5

20

30

6 6

600

210

270

160

ガイド

外径Ｃ

止め

Ｄ

利き幅 山の間隔

25

長さＥ Ｆ

止め

Ｇ Ｈ

Ｒ

130

ガイド種類

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

管の

263

204

263

204

204

263

263

204

Ｋ

せん孔径



下水道管埋設明示方式（陶管）

実物デザイン明示デザイン

陶管

明示ラベル

明示テープ(及びラベル)の仕様

ラベル

記

項
事

特

横浜市下水道河川局令和６年４月

旧標準図1-11

１本につきラベル１枚

貼り付ける｡

長さ 15cm
巾 7.5cm

の 寸 法
ﾃｰﾌﾟ及びﾗﾍﾞﾙ

陶    管

明 示 対 象 物

塩化ビニル

材  質

横浜市下水道

名称管理者

文字  白
地色  茶

色

西暦年４桁

埋 設 年

 ３) コンクリート造の堅固な構造物で

 ２) 外径0.08ｍ未満の管及び管路｡

但し明示対象物として次のものは除く｡

 １) 各戸引込管｡

     外径上管理者が明らかなもの｡



記
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事

特

取付管布設図（陶管）

横浜市下水道河川局

界

樹脂系接着剤

90゜短支管（陶製）
直陶管

圧縮ジョイント

モルタル (1:2)

90゜短支管（陶製）
直陶管

民
境

官

界

モルタル (1:2)

60゜枝付陶管

30゜曲陶管

圧縮ジョイント

直陶管

直陶管

60゜枝付陶管

30゜曲陶管

民
境

官

令和６年４月

旧標準図1-12

5750以内 5750以内

掘
削

幅

掘
削

幅

雨水桝取付管布設についても上図に準ずる。

本管（鉄筋コンクリート管）－ 取付管（陶管）

本　管

本管（陶管）－ 取付管（陶管）

24
0(

  
 2

00
)

23
5(

　
 1

50
)

本管



寸　法　表
（単位：mm）

t

t

t

t

d1

D2
D0

標　準　管

先　頭　管

カラー部詳細図
最　終　管

接続部参考図

カラー部

旧標準図2-1

特
記
事
項

横浜市下水道河川局

下水道推進工法用硬質塩化ビニル管
規格図及び寸法表

（リブカラー付き直管）

令和６年４月

（ＪＳＷＡＳ　Ｋ－６）

D D
1 d D
0

D
2

d1

D d

L
 2

 1

L  1

L
 2　

D
0

D
2

d1

D dD
1

呼び径

３．差し口先端部は、糸面取りとする。

注）１．D，D1及びd1は、任意箇所における相互に等間隔な2方向以上の直径測定値の平均値又は円周測定値を円周率を

２．先頭管とは先導体に接続する管で、最終管とは推進時の最後に使用する管である。また、標準管とはその間の推進時

150 165±0.5

D

171.0165±0.5 167 162.1±0.5 154 160 79.0 0
-3.5 081.0 +3.5
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角型人孔構造図
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横浜市下水道河川局
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横浜市下水道河川局

角型人孔構造図
（1000mm×600mm）（２）
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※上部調整高で使用する無収縮モルタル1m3当たりの使用量は、1,875kgとする。

・無収縮モルタルは、高流動性で、流し込み工法により、枠と斜壁間にすき間なくモルタルが充てんでき、モルタル硬化
後もすき間が発生しないものとする。また、超早強性で蓋据付後短時間での道路復旧が可能であるものとする。
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※上部調整高で使用する無収縮モルタル1m3当たりの使用量は、1,875kgとする。

・無収縮モルタルは、高流動性で、流し込み工法により、枠と斜壁間にすき間なくモルタルが充てんでき、モルタル硬化
後もすき間が発生しないものとする。また、超早強性で蓋据付後短時間での道路復旧が可能であるものとする。



人孔ダクタイル蓋構造図
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横浜市下水道河川局

（φ900mm）Ｂ型

令和６年４月

質　量

材　質

載荷重

（参考） 蓋142.0kg  受枠75.0kg

Ｔ－25　ｉ＝0.4

蓋FCD700 受枠FCD600

利用し１２ヶ所ガス穴有りとする
「雨・合流用」は表面デザイン舵輪飾り穴を
「汚水用」はガス穴ナシ（斜線部を埋めること）

FCD600
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横浜市下水道河川局令和６年４月
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人孔ダクタイル密閉蓋構造図
（φ６００mm，１.５kg／cm2対応）

材　質 蓋FCD700　受枠FCD600 内　圧 0.147MPa（1.5kgf/cm2）

載荷
重

質　量Ｔ-25　i=0.4 97.7kg
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横浜市下水道河川局令和６年４月
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人孔ダクタイル密閉蓋構造図
（φ９００mm，１.５kg／cm2対応）

材　質 蓋FCD700　受枠FCD600 内　圧 0.147MPa（1.5kgf/cm2）

載荷
重

質　量Ｔ-25　i=0.4 272.8kg
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横浜市下水道河川局令和６年４月
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人孔ダクタイル密閉蓋構造図
（φ６００mm，３.０kg／cm2対応）

材　質 蓋FCD700　受枠FCD600 内　圧 0.294MPa（3.0kgf/cm2）

載荷
重

質　量Ｔ-20　i=0.4 180.9kg
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横浜市下水道河川局令和６年４月
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人孔ダクタイル密閉蓋構造図
（φ９００mm，３.０kg／cm2対応）

材　質 蓋FCD700　受枠FCD600 内　圧 0.294MPa（3.0kgf/cm2）

載荷
重

質　量Ｔ-20　i=0.4 360.4kg
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横浜市下水道河川局

アンカーボルト取付図
（密閉蓋）

令和６年４月
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注）（　）寸法はφ６００の場合とする。



断面図（１） 断面図（２）
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人孔副管[陶管]構造図（1）

横浜市下水道河川局

（副管径φ150mm，200mm，長曲管使用）

令和６年４月
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 ｈ3 は５cmの段差を確保する。但し、段差が５cm以上確保できる場合は、副管管頂とインバート天端を一致させる。
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横浜市下水道河川局

（副管径φ250mm、300mm、短曲管使用）

人孔副管[陶管]構造図（2）

令和６年４月
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推進設備図（３）
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標準推進台図

腹板下り（１０ｍｍ） 腹板下り（４０ｍｍ）

腹底敷板 ボルト，ナット

リブ板

リブ板Ｅ

Ｄ

Ｐ Ｂ

Ｈ形鋼定規 鋼まくら木 Ｍ１６さらボルト，ナット
（腹底敷板にさら孔をあける。）

Ｈ Ｃ

（単位ｍｍ）

寸　法　表

側　面　図

正　面　図

旧標準図5-17
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400 300

Ｌ

180×358160×312 90×176 70×130 110×222

PL- 9

 60×107
リ　ブ　板Ｅ

 40× 84

PL- 9

 90×176 90×176 70×130

PL-12 PL-16 PL-16

～　９００

１２００

３５００

１８００

PL-16

 × 8×12
200×200

幅 200

Ｍ１８

 ×４０

PL- 9

 ×6.5×9
125×125

 × 7×10

×6×8

取付けﾎﾞﾙﾄ

リ　ブ　板Ｄ

Ｂ
 ×４０

PL- 9

Ｍ１８

腹底敷板

鋼まくら木Ｃ

Ｐ

100×100
H H

幅 150

PL-12

部材名

Ｈ形鋼定規Ｈ

まくら木長

Ｌ 全　　長

１４００

150×150
H H

３５００

呼び径
８００

 ×13×21 ×12×19 × 9×14

×8×12
200×200

×8×12 ×7×10

 ×５０

PL-12

Ｍ２２

 ×５０ ×５０

PL-16 PL-16

Ｍ２４ Ｍ２４

200×200150×150
H

幅 250

PL-16

H H

PL-19

幅 250

PL-22

幅 300

400×400

３０００２４００１６５０

３５００

350×350

３２００２５００

250×250
H

３５００

４０００

H H

３５００

１８００１３５０ ２６００～ ～ ～記

号



標準推進台設置図（１）

Ｈ形鋼定規腹底敷板
Ｄ

t

t

（単位：ｍｍ）
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定規内間隔
２１７３

２１０２

２０２９

１８１１

１７３７

１６５９

１５７７

１２６７

１２１０

１１５１

　９５８

　９１８

　８７７

　８３４

　６７４

２２×３００

２２×３００

２２×３００

１９×２５０

１９×２５０

１９×２５０

１９×２５０

１６×２５０

１６×２５０

１６×２５０

１６×２００

１６×２００

１６×２００

１６×２００

１２×１５０

４００×４００

４００×４００

４００×４００

３５０×３５０

３５０×３５０

３５０×３５０

３５０×３５０

２５０×２５０

２５０×２５０

２５０×２５０

２００×２００

２００×２００

２００×２００

２００×２００

１５０×１５０

３０００

２８００

２６００

２４００

２２００

２０００

１８００

１６５０

１５００

１３５０

１２００

１１００

１０００

　９００

　８００

定規内間隔腹 底 敷 板Ｈ形鋼定規内　径



標準推進台設置図（２）

内径   800mm 内径  1350～1650mm

内径  2600～3000mm

内径  1800～2400mm内径   900～1200mm
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標準発進坑口図

Ａ－Ａ断面
Ａコンクリ－ト

止水板取付け輪

ゴム板押え

ゴム板

Ａ

K'

J
J

M
N

T

500 500

125
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発進坑口工寸法及び材料表 (１箇所当り)

令和６年４月

K

φ
G Z

φ
E

φ
D

W

（注）　φＤ　は管外径を示す。

寸                        法

外径φＥ(ｍ)

１.１０

１.４５

１.３４

１.２２

１.５７

１.７４

２.０９

２.２６

１.９２

２.９７

２.７４

３.２０

３.４３

２.４９

３.６６

１５００ ２.６６２.９２

３０００

２６００

２８００

２４００

２２００

２０００

１６５０

１８００

４.６６

４.４３

４.２０

４.５０

４.２７

４.０４

３.４９

３.７４

３.９７

３.２６

３.０９

３.３４

３.５８

３.８１

３.０６

２.８３

 幅 Ｗ(ｍ)

  ９００

１２００

１３５０

１１００

１０００

内径
（mm）

  ８００

項目 

１.７１２.２２

２.７４

２.５７

２.３４

２.４５

２.３６

２.１６

１.９３

２.０４

 高さ Ｚ(ｍ)

２.１０ １.５４

  ９.１３１.８３０.３７５

１.９９

２.２４

３.４９

３.１９

３.８０

４.１１

２.５５

４.４４

０.４２５

０.４２５

０.４２５

０.３７５

０.３７５

０.４２５

０.４２５

０.３７５

１７.８９

１６.６３

１９.１６

１０.９２

１５.４０

１４.２０

１２.２３

  ９.９０

０.７４

１.２６

１.１７

０.８５

コンクリート

１.３６

１.５３

０.３２５

０.３７５

０.３７５

０.３７５

０.３７５

厚さＫ′(ｍ)

０.３２５

Ｖ  (ｍ )

  ４.９８

  ７.９１

  ７.０９

  ６.１３

  ６.５９

(ｍ )

型    枠

3

  ４.４１

2

（注）数量は鋼矢板Ⅱ形を標準とした。



グラウト止め輪図
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寸法および材料表

（単位：ｍｍ）
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標準発進坑口用

令和６年４月

K
I

P

（注）　Ｄφは管外径を示す。

Ｋ

Ｉ

２００

１８８

２５０

２３４

３００

２８４

≒２００

Ｅφ＋１２０Ｆφ

Ｐ

Ｓ

Ｔ

φ１３

１６

ＰＬ－　９

ＰＬ－１２

ｄ

Ｃ

ＰＬ－１２ａ

Ｂ Ｍ１８

ｊ １６０

　６０

Ｄφ－　６０

Ｄφ＋１４０Ｅφ

Ｇφ

径
号

記
内 ８００～

９００

Ｅφ＋１６０Ｅφ＋１４０

≒２００

１８

φ１３

≒２００

φ１３

２０

ＰＬ－１６

ＰＬ－１２

ＰＬ－１６

ＰＬ－１２

ＰＬ－１６

ＰＬ－１６

Ｍ１８ Ｍ１８

Ｄφ－１００

Ｄφ＋１６０

１８０

　７０

Ｄφ－　８０

Ｄφ＋１４０

２１０

　８０

２０００～１０００～

２０００ ３０００

φ
F

φ
E

j
φ
G

j



坑内ずり出し設備

旧標準図5-22
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項
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特

横浜市下水道河川局

坑内ずり出し設備

令和６年４月

転  倒  式

トロバケット

（つり手付）

トロバケット

転  倒  式

転倒バケット

転倒バケット

ﾄﾛ台車(ﾚｰﾙ式)

ﾄﾛ台車(ﾀｲﾔ式)

（つり手付）

積込コンベヤー

転倒バケット

積込コンベヤー

ﾄﾛ台車(ﾚｰﾙ式)
３０００

２８００

２６００

２０００

２４００

２２００

１８００

１６５０

１２００

１５００

１３５０

１１００

１０００

(レール敷設)+ (延長レール使用)

直接つり上げ

(延長レール使用)+
1.00角×高0.90

+

(レール敷設)

手  押  し
０.９０

直接つり上げ

直接つり上げ

直接つり上げ

直接つり上げ

(ﾉｰﾊﾟﾝｸﾀｲﾔ付)×高0.42

径1.00×高0.85
+

径0.80×高0.80+
(ﾉｰﾊﾟﾝｸﾀｲﾔ付)

手  押  し

手  押  し

巾0.80×長さ0.80

×高0.28

巾0.70×長さ0.80

手  押  し

(ﾉ-ﾊﾟﾝｸﾀｲﾔ付)

手  押  し

０.６５

０.４０

０.２５

０.１５

トロバケット

（つり手なし）

形    式

  ９００

  ８００

呼び径

（mm） 吊  上  げ  等

転倒ﾊﾞｹｯﾄに積替

(転倒ﾊﾞｹｯﾄ0.25ｍ )
えてつり上げ

×500φ半割

巾0.50×長さ0.80

トロバケット寸法

（ｍ）

(ロープ４０ｍ付)

両  端  綱  引

坑  内  走  行

操      作      方      法

3
０.０８

公  称

容  量

（ｍ ）3



標準クレーン構造図（１）

門形チェーンブロック､ホイスト式

門形ウインチ式

走行用減速機

走行用モータ

レール
Ｈ形鋼

レールクランプ

親子切替スイッチ

電動ギヤードトロリ

親巻電動子巻電動ホイスト

子巻電動ウインチ

親巻電動ウインチ

横行電動機

子巻フック親巻フック

30kg/mレール

H400×400×13/21
走行電動機

レールクランプ

ﾁｪｰﾝﾌﾞﾛｯｸ
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標準クレーン構造図（２）

テ ル ハ 形

親巻フック

子巻フック
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ミキシングプラント概要図

アジテータタンクを使用しない場合 アジテータタンクを使用する場合

水　槽

給水ポンプ

給水配管
高速ミキサー

グラウトポンプ

水　槽

給水ポンプ

給水配管

作　業　台

高速ミキサー

アジテータ タンク

グラウトポンプ
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作業台等構造例

ミキシング作業台（小形） ミキシング作業台（中形）

付属水槽（０．２９ｍ ）
PL-3.2

[ 100×50×5
L 50×50×4

PL-4.5

40Aｿｹｯﾄ

PL-4.5

PL-4.5[ 70×40×5

付属水槽（０．３７ｍ ）3 3

[ 100×50×5 L 50×50×4

PL-4.5 PL-4.5

40Aｿｹｯﾄ

PL-3.2

[ 70×40×5

旧標準図5-26
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PL-4.5

ミキシング作業台（大形）

L 50×50×5 [ 100×50×5

50Aｿｹｯﾄ

PL-3.2(ﾃﾞｯｷ ﾌﾟﾚ-ﾄ)

PL-4.5

[ 70×40×5

付属水槽（０．６７ｍ ）3

令和６年４月
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